
防
災
講
演
会

１
０
０
４
７
２
９

日
時
：
２
月
26
日
（
日
）
午
後

１
時
30
分
～
３
時
45
分　

場
所
：

田
原
文
化
会
館 
文
化
ホ
ー
ル　

日
程
：【
午
後

１
時
30
分
～
】

平
成
28
年
度

田
原
市
自
主

防
災
活
動
推

進
地
区
活
動

事
例
発
表
（
童

浦
校
区
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
協
議
会
、
衣

笠
校
区
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
協
議
会
）【
午

後
２
時
15
分
～
】防
災
講
演
会（
木

下
繁
喜
氏
）　

定
員
：
３
８
０
名

（
先
着
順
）　

入
場
料
：
無
料　

そ
の
他
：
手
話
通
訳
あ
り
／
聴
講

さ
れ
た
方
に
防
災
グ
ッ
ズ
を
進
呈

▼
防
災
対
策
課

☎
23‐３
５
４
８

23‐０
１
８
０

田
原
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー　

農
業
セ
ミ
ナ
ー

１
０
０
４
５
８
８

▪
活い

き
活い

き
農
業
セ
ミ
ナ
ー

対
象
：
市
内
在
住
・
在
勤
の
方　

日
時
：【
野
菜
コ
ー
ス
】
４
月
～

平
成
30
年
２
月
（
月
２
回
程
度
・

主
に
隔
週
金
曜
日
の
午
前
中
）【
い

ち
じ
く
コ
ー
ス
】
４
月
～
平
成
30

年
２
月
（
月
１
回
程
度
・
主
に
第

３
木
曜
日
の
午
前
中　
内
容
：
生

き
が
い
と
健
康
づ
く
り
の
場
と
し

て
、
実
習
ほ
場
（
野
菜
コ
ー
ス
：

赤
羽
根
町
地
内
、
い
ち
じ
く
コ
ー

ス
：
高
松
町
地
内
）
で
野
菜
、

い
ち
じ
く
の
栽
培
技
術
の
実
技
指

導
を
行
う
。
家
庭
菜
園
か
ら
の
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
で
、
産
直
な
ど
へ
の

出
荷
を
目
指
す
。　
定
員
：
各
15

名（
抽
選
）　
受
講
料：【
野
菜
コ
ー

ス
】
５
０
０
０
円
【
い
ち
じ
く
コ
ー

ス
】
２
０
０
０
円　

申
込
：
３
月

17
日
（
金
）
ま
で
に
営
農
支
援
課
、

市
Ｈ
Ｐ
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
直
接
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

に
て

▼
営
農
支
援
課

☎
22‐１
１
２
６

22‐１
１
２
７

▪
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ー
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー

対
象
：
市
内
の
新
規
就
農
者
（
就

農
し
て
１
年
～
３
年
程
度
の
経
験

の
浅
い
方
）　
日
時
：
７
月
～
平
成

30
年
2
月（
期
間
内
で
7
回
程
度・

日
時
未
定
）　

内
容
：
田
原
農
業

改
良
普
及
課
、
Ｊ
Ａ
愛
知
み
な
み
、

田
原
市
で
構
成
す
る
「
田
原
市

ニュ
ー
フ
ァ
ー
マ
ー
育
成
会
議
」
が
、

新
規
就
農
者
の
農
業
技
術
と
経
営

に
関
す
る
基
礎
知
識
の
習
得
を
目

的
に
開
催
。
受
講
者
相
互
に
情
報

交
換
し
な
が
ら
、
技
術
・
経
営
セ

ン
ス
を
磨
く
。　

定
員
：
な
し　

受
講
料
：
無
料　

※
申
込
方
法
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
東
三
河
農
林
水
産
事
務
所
田
原

農
業
改
良
普
及
課

☎
22‐０
３
８
１

23‐１
３
０
４

生
活

田
原
市
情
報
セ
ン
タ
ー
を

廃
止

１
０
０
４
６
７
６

　
情
報
受
発
信
の
拠
点
施
設
と
し

て
平
成
14
年
か
ら
運
営
し
て
き
ま

し
た
田
原
市
情
報
セ
ン
タ
ー
は
、

３
月
31
日
（
金
）
を
も
っ
て
廃
止

し
ま
す
。

▪
今
後
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

◦
パ
ソ
コ
ン
教
室
は
、
引
き
続
き

実
施
す
る
予
定
で
す
。
日
程
や

募
集
内
容
な
ど
は
、
改
め
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

◦
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
や
編

集
用
端
末
の
利
用
は
で
き
な
く

な
り
ま
す
。
図
書
館
に
類
似
の

サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

▼
総
務
課

☎
23‐３
５
６
１

23‐０
１
８
０

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

３
月
１
日
水
～
７
日
火

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
寒
さ
も
和

ら
ぎ
、
火
へ
の
注
意
も
緩
み
が
ち

に
な
り
ま
す
。
火
災
か
ら
命
や
財

産
を
守
る
た
め
に
、
火
の
取
り
扱

い
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▪
住
宅
防
火
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

❶
寝
た
ば
こ
は
、絶
対
に
や
め
る
。

❷
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
う
。

❸
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、必
ず
火
を
消
す
。

❹
す
べ
て
の
住
宅
に
設
置
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
る
「
住
宅
用
火

災
警
報
器
」
を
設
置
し
、
日
ご

ろ
か
ら
点
検
を
行
い
、
適
正
な

管
理
に
努
め
る
。

❺
火
災
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
、

寝
具
や
衣
類
・
カ
ー
テ
ン
な
ど

は
、
防
炎
製
品
を
使
用
す
る
。

❻
火
災
を
最
小
限
に
抑
え
る
た

め
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設

置
す
る
。

❼
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
方

を
守
る
た
め
に
、
近
所
の
協
力

体
制
を
整
え
て
お
く
。

▪
平
成
28
年
度
防
火
標
語

　
消
し
ま
し
ょ
う　

　
そ
の
火
そ
の
時　
そ
の
場
所
で

▼
消
防
課

☎
23‐４
０
７
４

23‐０
１
８
０
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